
#3

水災害のリスクや、流域治水について
知る機会を増やしていく。

①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す
水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

③行動を誘発する 流域治水に取り組む
主体が増える

水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流
域
に
も
視
野
を
広
げ
る

（自
分
の
た
め
に
も
、
み
ん
な
の
た
め
に
も
）

流域治水の広報

〇関係者が一体となったタイムライン

の作成・検討・見直しの実施

（建設事務所、１市）

○まるごとまちごとハザードマッ

プの検討・整備の実施（１市）

〇ため池ハザードマップ作製・

配布（１市）

○独自防災ポータルサイトの運

用（１市）

〇緊急防災メールによるリスク

情報等の提供（１村）

○都市計画区域マスタープラン変更検討(１

市）

○立地適正化計画（防災指針）の見直し検討

（１市）

〇業務継続計画（BCP)の見直し（２市）

〇要配慮者利用施設の避難確保計画作成支

援（１市）

〇指定避難所運営方針策定(１市）

○浸水想定区域等の公表、周知（建設

事務所、１町）

〇水位計・カメラによる河川情報の

提供（建設事務所）

○ハザードマップの作成・配布

（３市町村）

〇避難所や経路に関する情報の周知

（１町）

リスク情報等の提供

連携活動

教育活動

水災害対策の支援

計画策定

訓練活動

水防活動の支援

信濃川水系（信濃川上流）流域治水協議会 （上田建設事務所）

○パネル展、防災教育、HP等

での周知（建設事務所、２市

村）

〇災害伝承カードの配布（建設

事務所）

〇防災シンポジウムの開催（1

市）

○河川管理者や河川沿川地区等と共同で

点検を実施（２市）

○自主防災組織の立ち上げ・活動支援

研修等開催による人材育成

（１市）

○地区防災マップ、マイ・タイムラインの

検討・作成支援（建設事務所、２市村）

○ダム見学会や出前講座等による防災

教育の実施（建設事務所・３市町）

○多様な生物の生息環境へ配慮した河

川環境整備や水生生物調査の実施

（建設事務所、１市）

〇小、中学生を対象とした防災教育、出

前講座の実施（建設事務所、２市村）

〇地域住民を対象とした土砂災害講座

（1市）

○水防訓練や水防技術講習

会の開催（１市）

○水位計・カメラによる水防活

動の支援（建設事務所、１

市）

〇備蓄資材の情報共有（建設

事務所、４市町村）

○学校や地域住民参加型の避

難訓練を実施（４市町村）

〇情報伝達訓練の実施（建設

事務所、１市）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。
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○河川管理者、河川沿川地区等と共同で

点検を実施（年1回）

〇自主防災組織リーダー研修会の実施

（令和6年度：10回）

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

流域治水の広報
リスク情報等の提供

連携活動 教育活動

計画策定

訓練活動 水防活動の支援

○防災教育、HPでの周知

○防災シンポジウムの開催

○出前講座等による防災教育の実施

（令和7年3月末現在 69回）

○ハザードマップの作成・配付

（令和5年3月更新）

○上田市防災訓練（台風10号の影響により

中止し、シェイクアウト訓練を実施）

○自主防災組織による防災訓練

（令和7年3月末現在 83自治会実施）

○水防訓練の実施（5回87人）

○業務継続計画（BCP）の見直し

○指定避難所（学校施設）運営方針策定

○独自ポータルサイト

の運用

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

信濃川水系（信濃川上流）流域治水協議会 （上田市）

参考様式

○河川監視カメラ設置

（令和7年3月末現在5台設置済）

防災用資器材展示

信州大学廣内教授
による基調講演

自主防災リーダー研修会千曲川合同巡視

外国人市民のための防災基礎講座

小学校親子防災教室 シェイクアウト訓練
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○河川愛護（清掃）活動43団体実施

○河川管理者と河川モニターの連携

○市・河川モニターによるパトロール

水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

自然環境の保全

リスク情報等の提供

連携活動

教育活動

水災害対策の支援

計画策定

訓練活動

水防活動の支援

○高校生による河川環境調査

年１回実施

○防災出前講座実施 （田中地区等）

○小中学校への防災教育・出前講座

（祢津小、東部中）

○市民を対象に土砂災害講座を実施（県

の赤牛先生）

○避難所・土砂災害ハザードマップをR３に更新（Ｒ４．６に各

戸及び市内企業等へ配布）

○ため池ハザードマップをR３に作成（全146池 内、防災重点

農業用ため池49池） 関係区へ配布済（R５に11池追加 Ｒ６

配布）

○避難場所や避難経路等に関する地区防災マップ作製支援

（R５島川原区が作成し、整備済は５区）

○市HPへ、国県のポータルサイトを貼付け情報提供

○金原ダム緊急放流伝達訓練

○非常時職員参集・情報伝達訓練（9月）

○市内小中学校の避難訓練 年１回

○活動拠点整備の検討

○業務継続計画（BCP）の継続した取組

○庁内災害タイムライン策定済、実行

○下水道BCP計画策定済、実行

○下水道施設耐水化計画策定済

○要配慮者利用施設の避難確保計画の作成支援

○都市マスタープラン見直し、立地適正化計画による

被害軽減のための誘導計画を検討（R６～７）

○越流箇所への土嚢配布

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

信濃川水系（信濃川上流）流域治水協議会 （東御市）

事前準備等の発信

○台風接近前のため池低水位管理につい

て発信 被害軽減対策

○災害拠点の機能確保（庁舎・病院に

自家発設置済）
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水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動 訓練活動

○浸水想定区域、土砂災害警戒区域

等の周知

○洪水・土砂災害ハザードマップを随

時配布

○避難場所や経路等に関する情報

の周知

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

信濃川水系（信濃川上流）流域治水協議会 （長和町）

○職場体験で受け入れた地元中学

生２名に砂防堰堤建設箇所の視

察研修を実施した。

○自主防災組織による、消防団・警

察署・消防署と連携した避難訓練

を実施。１２０人が参加し災害図

上訓練や防災用品の展示、非常

食の試食を行った。

○障がい者福祉施設と共同で災害

時の炊き出し訓練を実施（参加者

３０人）マンホールトイレの設置実

演を行った。
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①知る機会を増やす ②自分事と捉えることを促す ③行動を誘発する
水災害のリスクが自分事と捉えられ、流域に視野が広がる
きっかけを提供し、行動に向かう状況を創出する。
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水災害対策や、流域治水に関して実際に取り組みが行わ
れるよう、個人、企業・団体の行動を誘発していく。

流域治水に取り組む
主体が増える

自分事化に向けた取組のフォローアップ

リスク情報等の提供

教育活動
訓練活動

リスク情報等の提供

連携活動

○中学校への防災学習を実施

（全校生徒 約85名）

○総合的な防災マップの作成・配布、

洪水・土砂災害ハザードマップを

更新・配布

○緊急防災メールによる、リスク情

報等の提供。
○住民参加型の訓練を計画

(※台風接近に伴い中止)

○令和元年19号台風で被災した

長野市長沼地区との共同植樹会

（2年目の開催）

○地区防災マップ

の策定（R6夫神

地区、２回開催）

結果報告： 具体的取り組み事例について取り上げつつも、参加団体数や参加者数等の定量的数字を把握し記入。

信濃川水系（信濃川上流）流域治水協議会 （青木村）

参考様式

○「防災ミニキャンプ」を実施

役場職員、自治会長、村議員、男性の料

理教室メンバー等を対象に、避難所運

営などの訓練、非常食の試食を実施。

(約50名)

計画策定


